











































































平成 4 年（1992）、『風の曼荼羅』により第 7 回日本詩歌文学館賞受賞、紫綬褒章受章。 5
年（1993）5 月に「形成」が解散し、12月に「波濤」の創刊号を刊行するも、翌 6 年（1994）





































































































































































































































































































































































































































2 がその「折込口絵」であり、図 3 はデュフィの展覧会のカタログから転載したテキスタイ
ルデザイン、「シャクヤク」34）の部分である。同書には、薔薇、カーネーション、蝶、松の葉、
鸚鵡、バイオリン、鱗など、民子が好みそうな柄が多く見られた。

































































































17）大西民子遺歌集『光たばねて』1998年　短歌新聞社　第十歌集。1991年 5 月から94年 2 月まで
に、諸雑誌・新聞等に発表した作品、261首を収録。
18）木俣修「神々も渇く夜あらん」『大西民子全歌集』1）「栞」p 6
19）加藤克己「大西民子そして大西短歌」『青みさす雪のあけぼの―大西民子の歌と人生』3）pp51-53
20）吉野昌夫『大西民子全歌集』1）「解題」（『無数の耳』について）p544
21）「引力のやさしき日なり黒土に輪をひろげゆく銀杏の落ち葉」の自解文の冒頭。『自選100歌選―
大西民子集』6）p88
22）芳賀明子「図書館での日々」『青みさす雪のあけぼの―大西民子の歌と人生』3）p98
23）関根敬一郎「菅野さんへのオマージュ」『青みさす雪のあけぼの―大西民子の歌と人生』3）p73
24）北沢郁子「たれに似し」『青みさす雪のあけぼの―大西民子の歌と人生』3）p59
25）『自選100歌選―大西民子集』7）p10
26）津村節子『星祭りの町』新潮社　1996年　p191
27）日本統計協会編『日本長期統計総覧』第 1 巻　日本統計協会　1987年　p172
28）三国玲子『空を指す枝』1954年。『現代短歌全集』第12巻　筑摩書房　1980年に収録。
29）日本ミシン協会ミシン産業史編纂委員会編『ミシン産業史』日本ミシン協会　1961年p 7
30）井上雅人『洋裁文化と日本のファッション』青弓社　2017年　pp151-152
31）石川朗「定本・大西民子のうたと絵画」（2007年）の改訂版として、インターネット上に公開さ
れている「大西民子のうたと絵画」（2013年）（https://blogs.yahoo.co.jp/kaisizu80）に、大西民子
の短歌と絵画との関連が詳しく論じられている。
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大久保　春乃
32）ポール・ポワレ著　能澤慧子訳『ポール・ポワレの革命20世紀パリ・モードの原点』文化出版局
1982年　p149
33）「装苑」文化服装学院出版局　1953年 5 月号「折込口絵」R・デュフィ「競馬の出発前」／今泉
篤男「折込口絵解説―ラウル・デュフィ「競馬の出発前」」p47
34）「シャクヤク」絹地に手刷りしたもの。製作年は1911-12年。『ラウル・デュフィ　美、生きる喜
び』展覧会図録　ラウル・デュフィ出版委員会　2006年　p55
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